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　3） そ の 他 の 疾患．女性仮性半陰腸 で は 17−KS 偵 が

31，6mgtTag ，総 E 値は50．371Tag で何 れ も 高 く． 分劃

比 は T．O ： 1 ：1．5 で，特 に EO 比 の 大な る こ と に注 日

した い ．Cushing 氏症候群 を呈 した症例では 17−KS の

排泄量 が 253 〜27．7mg！Tag で明 か に 増 して い た が ， 総

跫 昂，及 び ．
との 分 劃比 に は 著 明 な変化 を認 め な か っ た．

顕 著 な 男性 化 を 示 す 女性仮性 半陰陽 で 総 E 値が 高い こ と

は
一・

見奇異の 感 を抱 か し め る が
，
Botella の 所謂 Sexu −

alZOne を基 と して解釈すれば自ら理 解 さ れ る とこ ろ で あ

り，そ の 臨 床的証明 をな し得た と思 う． Cushing 氏 症

候群 に お ける尿 中ホ ル モ ン 値 は ，
Bauer の 二 次性副腎

皮質機能亢進症説に
一

致す る もの と解 され よ う．

　129 ．各種ホ ル モ ン の 副腎皮質機能に及 ぼ す影

響

　　　　　（和歌 ⊥1医大） 久保健 太郎，
ee
西村　勗

　副腎皮質 と諸内分泌臓器 との 相互 関係 は極め て 複雑 な

もの で ， 吾 7｛ は卵巣副腎皮質相互間 の 機能協調 に関す る

研究に 於い て 今 回 去勢及び各種ホ ル モ ン 投与時 の 副腎皮

質機能を追求 し成績 を得た の で報告 す る．

　実験方法

　300eg 前後 の 成熟雌性家兎 に て 去i勢時 及び 非去勢群，

去勢群 （去勢後 10日間以上経過 せ ゐ も の ） に各種ホ ル

モ ン （P ．MS ．，　C．G ，，　ACTH ，　Estrogen，　 progestero皿 e，

AndrOgen ）投与時 に 於 け る 24時間尿 に て 17・KS を

Drekter 法 に ょ り比色定量 した．

　実験成績

　 〔A 〕去勢時 17−KS 排泄は去勢後第 2 日頃梢 ζ 減少

の 傾向を 示 し次第 に 上 昇 し第 7H 目頃高値を取 り以後減

少 し第 10 日目頃術前値 に復帰す，

　 〔B 〕非去勢群

　 （1） P ．M ，S．（Serotropin）50DI．U．投与時 17・KS 排

泄は注射後第 2 日 目及び第 5 〜6 口 目 に増加の ピ ーク を

示 し第10日目頃注射前値に復帰す る．

　 （2）　C．G．（PrimogQnyl ）　500夏．U．投与時 17−KS 排

泄 は （1）同様注射後第 2 口 日，第 6 日 目に増加 の ピ ーク

を 示 し第 工O 日 目頃注射前値 に 復帰す る．

　 （3） ACTH 　20LU ，投与 時 17・KS 排泄ば 注射後

第 2 日 11に著明に 増加 し以 後次 第 に 減少 し第 6 日 日頃低

値 を取 り次 第 に 上 昇 し第 10日 目 頃 に 注 射前 値 に 復帰 す

る．

　 （4）　 Estrogen （Estradiol　 Benzoate ）（イ） 0。2皿g　3

日 間連続投与時 17−KS 排泄 は 注射後増力冂の 傾向を示 し

第 4 日 目頃高値 を取 り以後次 第 に減少 し第 10 日 日頃注射

前値 に復帰す る． （ロ ）0．02mg　3　R 間 連 続 投与時 17−KS

排泄は梢 ぐ 増加の 傾向を示 した ．

　 （5）　Androgen　（Testosterone　Propionate）（イ）

2．51192 日間 連 続 投与時 IT−KS 蜥 世は 稍 く 増加 珍 傾向

あ る も有意の 変化は な か つ た ． （卩 ）10mg　2 日 間連続投

与時 17−KS 排泄 は注射後増加 し第 4 日貝頃高値 を 示 し

以後次第 に 減少 し第 10日 目 頃注 射 前 値 に 復帰す る。

　 （6） Progesterone （Proluton） （イ）10皿g　2 日 間連

続投与時 17−KS 排泄は 注射 ec稍　UM 加 の 傾向 が貝，られ

第 10日 口頃注射前値 に 復帰す る ． （P ）　2．5  2 日 間連

続投与時17−KS 排泄 は 有意 の 変 化 は 認 め られ な か つ た ．

　 〔C 〕去勢群 （去勢後10NVI上経過した もの ）

　 （1） P．M ．S．（Serotropin） 5001．U・， （2）C・G ・（Pri−

mogony1 ） 500LU ．投与峙 17−KS 排 泄 は非 去 勢群 ｝こ於け

る と大体同様 な る も注射後第 6 日 目頃増加 の ピ ーク は 消

失す る か 或 は IH　i 増加 の 傾向を 示 し第10 ロ 目頃注射前値

に 復帰 した ．

　 （3） ACTH20LU ．投与時 17−KS 排泄な自注射後増

加 の 傾向を示 し第 4 日 目頃高値 を販 り次 第 に減少 し第 8

日 目 頃再度 上 昇 し第10 日 目頃注 射 前 値 に復歸す るe

　 （4）　Estrogen （Esttad三〇1　Benzoate）0．2  ，（5）

Androgen （TestQsteron　 Propionate）25皿g，　（6）　Pro−

gestcrOn （Proluton）10皿g， 各々 2 日 間連続 投 与 時 17−KS

排泄は 注射後第 3 日 目に 何 i’L　t） 高値を示 し （特 に （5）の

場合）以後次第に 減少 し 第 ⊥0日 目頃注射前値 に 復喘 し

た ．尚代謝及び 17−OH は 目 下検 討 中で あ る．

　 130．人胎児甲状腺機能　特に 甲状 腺 ホ ル モ ン

合成機能につ いで

　　　　　　　　　　　　（東大 分 院）　山崎 鋭
一

　妊娠時甲状腺機能研究に っ い て は 古来 よ り幾多の 報告

が あ る が，そ の
一
端と して 胎児甲状腺 が何時 か らそ の 機

能 を開 始 す る の か ．胎盤 を 中心 と して 母俸側 の PBI 値

の 上 昇す る の は何 の た め か，胎児側の 発 育に 必要 な 甲状

腺ホ ル モ ン が 胎児前の 甲状腺ホ ル モ ン 佳 成 の み に た よ つ

て い る の か ，で な ／O とす れば母体 か ら こ の 供給を仰 ぐ量

と，胎 児 甲 状腺 自体 の ホ ル モ ン 生成量 との 量約関係 は ど

うか 等 を知 る こ とは ， 茜だ興昧の ある こ とで あ る．今回

は そ の
…
端 と して人胎児甲状腺の 放射性 沃度摂 坂 能 に っ

い て はす で に演者 も報告 し た の で，更 に
一
歩すす め て

一tL

の 甲状 腺 ホ ル モ ン 合 成 機 能 に つ い て研 究 した の で報告す

る．

　人 【二妊娠 中絶患者 に li3150μc を投与 し
， 中絶 後胎 児

の 甲状 腺 を摘出 し．Homogenize しPti　7．4 の KRP 溶 液
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中 で24時間 Pacratin で加水分 解 し た ．そ の 陵直 ち に或

は Butanol で 抽出 して か ら蒸発 ざせ
， 少量 の ア ン モ ニ

ヤ 水 に とか して ペ ーパ ーに適用 し 2N 。NH ‘OH で飽 和 さ

れ た test　Amyl −Alcohol で 下 降性 ク ロ マ トグ ラ 7 イ を

叉 Butanol −Acetic　Acid−Water で上 昇性 ク ロ v トグ ヲ

ン ィ を行っ た．そ の 際 Thyroxine （T4），　Triiodothyro−

nine （T3），　Diiodotyrosine（D ），　Monoiodotyrosine （M ），
IQdide（1） を標準物質と し て 添加 し，ク ロ マ ト後 Nin −

hydrin 叉 は Cericsulfate−Arsenious　Acld で識別 して

そ の 部位 を 決定 した ，ペ ーパ ーは X ・rayfilm に さ ら し

て か ら或 もの は Strip　 Counter に か けて，グ ラ フ を画

き ， 量的に は そ の 各々 の 放射能 を Planimeterに て測定

した．

　 14週 ，
19週，24週，25週と41週 の 無脳児各 1例宛に つ

い て行 つ た ．14週で は 未 だ 甲状腺 ホ ル モ ン として の T4，

T3，そ れ に そ の前段階 と言わ れ る M ，　 D も認め られ ず ，

放射性 沃 度 の み が み ら れ た．勿論 こ の 量 は 他の 組織 の 摂

取量 よ り多か っ た ．19週ではすでに T4，
　M ，DJ ， 起始部

更 に Solventの 前面 に 少量未知物質 が み られ た が， そ

の 比 は H が 多 くっ い で D で T ， は 極 く少量 の み であつ た

つ い （24週，25週で も略 く 同様 T4，　M ，D ，1，起始部 に み

られ た が ， 未だ
一
定の 週 の 増加に つ れ て の 領向は みられ

な か つ た．夊 無 脳 児 で は 少 量 の T4を 認 め た が，そ の 前段

階 と言われるD
，

M は 大変少量 の み であ つ た，

　以 上 19週の もの では既 に 甲状腺 ホ ル モ ン 合成能が 開始

して い る事は 間違い な い 事実であ り，Thyroxine，　Mono −

Diiodotyrosine を識別 し 得 た こ とか ら， 少く と も 妊娠

早期放射性沃度摂取能の 開始時期からすで に （そ れは 演

者 ilま14maと報告した）多少とも令成機能 も亦始 ま つ てい

る の では な い か と推察 さ れ る．しか しこ の 生 産量 が 果 し

て胎児発育 に 充分 で あ る か 否 か，どの 程度 の 母体側 か ら

の ホ ル モ ン 供給が あ るの か は，現在の 方法では 解明され

な い ．又 無 脳児の 甲状腺でも矢張 り T4 が み られ た こ と

は （こ の例は脳下垂体が み とめ ら れな か つ た）間脳 ， 脳

下垂体系の な い 人胎児で もそ の 甲状腺 は 発育 し ， 沃度摂

取能 と ホ ル モ ン 生 成能 を もつ て い る こ とを示 した ．こ れ

は 甲 状腺の 原器 9 え あ れ ば，自動的 に発育するの か ， 叉

は ，胎児 の 向甲状発育物 質或 は TSH に か わ る もの が 母

体 側か ら送 られ る もの か は，今後 の 人胎児ホ ル モ ン 腺発

生 と も か らみ あい
， 重大な 問題であ り， 今後の 研究に ま

ち た い ．

　131．胸腺内分泌に 関 する 研究 　特に胸腺 と女

（雌）性腺に関す る基礎的 ， 臨床的検討に つ い て

　　　（北　大）　林　義夫 ， 中沢敬 一
， 坂田　修

　　　　　　　　久 富　隆 ， 門間忠夫 ， 村井幺乙

　　　　　　　　力口麗藝尚男 ，　中塚好 勝，　松尾　　〕コ：

　　　　　　　　成 田　豊 ， 黒川　謬， 舛谷 　熏

　　　　　　　　中野茂行

　今 日な お 胸腺をリン パ 器管 とす る か ， 内分 泌器管とす

る か は定説はなく，従 っ て胸腺機能に っ い て も，抗体産

生 作用 お よび 内分泌作用 に っ い て の 推 測 が な さ れ て い る

が ，な お 積極的解明 に乏 し く，

一
方 年齢推移に伴う胸腺

重量の 変r匕，特に思春期以後の 著明な退縮現象か ら，胸

腺 と性腺との 関連 は すで に 歴史的事実 とされ な が らも，

今 口 な お 両腺間 の 内分泌的関連 に つ い て は
一

定 の 結論 が

な い ．

　私達 は胸腺内分泌機能に つ き， 基礎的， 臨床的に各種

の検索を続 け てい るが，今 回 は該腺 と女 （雌）性 性 腺 と

の 関連 に っ き報告 した い ．

　 生 後 90〜 150日，体重 SO〜 130gの Wister 系雌性 白

鼠 を
一

定環境
．
ドに 飼育 し，　（1）雌性発情物質 （パ レ ス

ト リール
， オ バ ホ ル モ ン

，
ベ ン ツ ォ ァ

ート， μ バ ール ），

テ ス ト ス テ ロ ン ，及び ACTH ，　Cortisolleの 投与に よ っ

て胸腺重量 は 著明 に減少が み られ， （皿） こ れ ら各 ホ ル

モ ン投 ケに よ る胸腺 P32 分布率比も同様に 抑制 の 傾向

が み られ た．　（皿）一
方雌性白鼠に胸腺抽出液 （帝臓製

1A 中犢胸腺 1．59 含有）の 0．lcc連 日 25 日 の 投与 で は

発情周期 の 延長及び発情期発来 の遅延 な らび に 減少 が み

られ，か つ 卵巣 ， 子 宮 ， 甲 状腺 ， 下垂体 ， 副腎の 組織重

量 も著減 して い る． （IIT） さ らに 家 兎 に お け る シ ナ ホ リ

ン及 び セ ロ トロ ピ ン 排卵は胸腺 エ キ ス 投与に よつ て 抑制

さ れ る傾向を云 し ， （V）胸腺 エ キ ス 投与 に よつ て 白鼠

職 器 P32分 布 は 間脳 ， 下 垂体 を は じめ ， 副腎， 卵巣，子

宮 その 他に著明 な 変動が 認 め ら れ た． （〜D ま た卵巣 ，

副督の 組織呼吸 は本 エ キ ス に よ り抑制 され，胸腺の そ れ

は尢進がみ られ ，　（NU）一
方 去 勢自鼠子宮 chE 値 は 本

エ ス キ 投与 に よ り著増が み られ ，
エ ス トロ ゲ ン 投与に ょ

る子宮 chE 値 の 減弱作用 に も拮抗す る こ と を認め た．、

　以 上 の こ とは胸腺が雌性性 腺 に 抑制的に関与 し， 性機

能と拮抗的関係 を有す る もの と考 え ら れ る．さ きに 広瀬

氏 （大阪） は胸腺 エ キ ス 投与 に よ る 子宮癌治療を創 し，

良 効 果 を報 じて い るが ， 私達 は か S る胸腺 の 抗性腺作用

を前堤 と して ， （W ）子 宮筋腫患者 10数例 に本 エ キス の

80〜 ユ30A を連 H投与 し，臨床的，組織的 に 乏 の 効果 を

観察 して きた が，現在 まで 3例 に筋腫瘍の 縮小効果をみ
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